
暑さ寒さも彼岸まで・・ ～9月26日：彼岸明け～ 　～読書週間のはじまり～

　　　この秋　テレビ・映画化される原作本のおススメ

TV

日 月 火 水 木 金 土

画 1 2 3

　　　 　 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

：休室日 18 19 20 21 22 23 24

△：おはなし会 25 26 27 28 29 30 31

※ おはなし会は状況により中止になる場合があります。

　　 ●『一億円のさようなら』白石一文/著（徳間書店）　

　　　２０２０年８月２３日～NHKBSプレミアム

2020年9月27日～NHKBSプレミアム

●『　　罪の声　　』　塩田武士／著 　（講談社）

2020年10月30日公開予定（東宝）

映

諫早市立高来図書室
〒859-0117

 諫早市高来町峰１９－１
（高来西ゆめ会館内）

☎０９５７－３２－２３９５
開室時間:午前１０時～午後６時

秋分の日を過ぎて、日に日に過ごしやすい季節になりました。

秋の夜長のお共に図書室の本をぜひご活用ください。

 　　●『　すぐ死ぬんだから　』内館牧子／著（講談社）

終戦の２年後の１９４７（昭和２２）年、まだ戦争の傷あと

が日本中のあちこちに残っているとき、「読書の力によっ

て、平和な文化国家を創ろう」と、出版社・取次会社・書店

と図書館が力をあわせ、そして新聞や放送のマスコミも一

緒になり、第１回「読書週間」が開かれました。

高来図書室では、インターネット検索用の

パソコンがご利用になれます。

ご利用の際は、カウンターにて申し込みを

お願いします。
＊印刷、メール送信等はできません



【児童書】

　

✿『シルバー川柳　いつでも夢を編‐笑いあり、しみじみあり‐』みやぎシルバーネット／編 （河出書房新社） ✽『ぼくのあいぼうはカモノハシ』 ✽　　　　　　　　　　　『こんたのさかなつり』

✿『ぴりりと可楽　』　吉森大祐／著　　（講談社） ✽『はやしでひろったよ』 ✽『俳句
は い く

ステップ！』

✿『赤ずきん、旅の途中で死体と出会う。』　　青柳碧人／著 　（双葉社） ✽『ひょうたんとかえる』 ✽『あつかったらぬげばいい』

✿『少女たちがみつめた長崎 』　渡辺考　／著　（書肆侃侃房 ） ✽『かんかんかん』 ✽『ひろいひろいひろいせかいに』

町
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　　　　　　『よわむしさんぺいおばけたいじ』
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そのほかのあたらしいほん

　　　　　　『おむすびころりんはっけよい』
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さんかくおむすびの国
く に

と、まんまるおむすびの国
く に

は、いがみあっ

ていました。いさかいはひろがり、とうとう、とのさまどうしの相撲
す も う

で、決着
けっちゃく

をつけることに。そして、手
て

に汗
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握
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未来
み ら い

科学
か が く

研究所
けんきゅうじょ

の所長
しょちょう

さんが貸
か

してくれた「AIロボット」。僕
ぼ く

の分
ぶん

身
し ん

が作
つ く

れてしまうんだって。そしてあらわれた、ぼくそっくりのロ

ボット。これからいったい、どうなるんだ・・・！？

『かきあげ家族』

恩田陸／著 　　　　　（集英社）

北村薫／著 　　　（新潮社）『雪月花－謎解き私小説－』

スランプ中の老映画監督・中井戸八郎のもとに、長男が仕事を辞めて
戻ってきた。さらに、離婚した長女が孫を連れて出戻った。家には引き
こもりの次男がおり、図らずも一家集結することに。そんなおり、家宝の
脚本がなくなり…。

中島たい子／著 　　　（光文社）

古道具屋を営む兄・太郎と、物に秘められた“記憶”が見える弟・散多。
ある日、ふたりはビルの解体現場に現れる少女の都市伝説を耳にする
が…。ファンタジックミステリー。『河北新報』『中国新聞』等掲載を単行
本化。

『僕の神さま』

『スキマワラシ』

乱歩に三島、芥川…。本を読んではスパークする作家魂。花野を歩く心
地にて、さらなる謎を探り行き-。読む愉しみを分かち合い、時空をめぐ
る日常の冒険を綴った、初の私小説。『波』掲載をまとめて単行本化。

僕たちは何か問題が起きると、同級生の水谷くんに相談する。彼が出
す答えに決して間違いはない。だって水谷くんは「神さま」だから…。小
学生の日常で起きた「悲劇」が胸をえぐる、残酷で切ない連作ミステ
リー。

芦沢央／著　　（KADOKAWA）

【一般書】
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